
■名前の由来は？ 
 ボランティア団体の発足にあたり、趣旨に賛同した

メンバーに団体名の募集を行い、全員の投票で多数を

得た「凸凹クラブ」に決定しました。老若男女が集っ

ていること、前例のない種々の面白い活動をしていく

こと、を「凸凹」という言葉の持つイメージに託した

のです。 

 

7月から活動を再開した「前田森林公園凸凹クラブ」

代表の石田哲也さんにお話を伺いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
   
 

 

 

 

令和 2年8 月号 

前田森林公園を親しみやすい公園にしていくための支援活動を行っている団体 

「前田森林公園凸凹クラブ」 

代表 石田哲也さん 

 

■ボランティア活動を始めたきっかけは？ 
1999年、当時の札幌市公園計画課の主催で「青空

ワークショップ(2000年までの 2年間)」と「前田森

林公園サポーターズ講座（2001年に 4回）」が開催

されました。公園の利活用と市民活動の連携等を目的

とした社会実験でした。講座の終了に伴い、講座に参

加した有志の自発的な発案で、今後も前田森林公園の

利活用を応援していくことを目的としたボランティア

団体を発足させることになりました。この趣旨に賛同

した 20家族・37名のメンバーで、公園の維持管理を

受託していた「(財)札幌市公園緑化協会」の認証を得

て、2002年 5月 1日に凸凹クラブが発足しました。 
 

フジまつりでの観察会 
 

2日間だけの貴重な観察会♪ 
 



■現在の活動と今後に向けての思い 
来園者が自由に参加出来るイベントで、前田森林公園凸凹クラブ

が主宰している活動として、「自然観察会」を年６回、管理事務所

横の広場で、枝や木の実などの自然素材と建築端材を使用し自由に

木工ができるイベント「トンカチ広場」を年 9回行っています。

加えて、公園管理者と共催して、「フジまつり」を 5月下旬～6

月上旬の土日、2日間だけ開催し、みなさんに親しんでもらってい

ます。 

クラブ内活動は、定例会を開催し、活動の報告や反省、予定して

いる活動の確認などを話し合います。また、2019年度から「樹

名板の再製作設置」を行っています。過去には「花壇の造成植付」

「野鳥給餌台の設置維持」「前田森林公園まつり＆星まつり」など

様々な活動を実施していましたが、メンバーの減少と高齢化を理由

に活動を縮小し現在に至っています。石田さんは「今後も、ボラン

ティア活動の大原則である、『無理をしない、義務化させない、身

の丈に合った活動』を信条に、地道でも良いので、長く続けていき

たい。」と話してくれました。前田森林公園凸凹クラブでは、随時

楽しい仲間を募集しています。関心のある方は前田森林公園管理事

務所にお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

前田森林公園 検索 

 

自然観察会の様子 
 

年６回、四季折々を楽

しみます♪ 
 

★詳しくは、前田森林公

園のホームページを開き、

「ボランティア活動」の 

ページをご覧ください。 

 

■自然観察会：春、初夏、夏、初秋、秋、冬の年 6回開催。 

■トンカチ広場：5～10月の期間で 9回。 

■フジまつり：5月下旬～6月上旬の土日（2日間だけ）  

 

 

■樹名板の製作設置(随時)   ■会報の発行(随時) 

■定例会(奇数月の第 1日曜日に開催) 

■公園リーフレットの作成配布（樹木を解説案内する内容） 

 ※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、中止となる場合
もあります。まずは前田森林公園管理事務所へお問い合わせ

ください。 

 

公園への来園者が自由に参加できるイベント 

 

クラブ活動（部外者の参加者なし） 

 

information 
 

お問合せは 前田森林公園管理事務所 
☎ 011-681-3940 まで 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９月より福祉除雪の受付が始まるにあたり、地域協力員さんの募集を行います。地域協力員

は、ボランティアグループ、NPO、福祉施設、学校、企業などでの登録も可能です。ご興味

のある方、お問合せ等がございましたらお住まいの区の社会福祉協議会へご連絡ください。 

 

福祉除雪地域協力員募集のお知らせ 

活動期間 
令和２年 12月 1日（火） ～   

令和３年 3月 25日（木） 

除雪日時 
道路除雪が行われた日の 

12時(正午)ころまで（原則 1日 1回） 

除雪範囲 

間口は概ね幅 1m50cm、敷地内は 

歩行に支障のない概ね幅 80cm 

■車庫前やロードヒーティング使用部分

は除きます。 

■排雪は行わず、通路部分の除雪した雪

は、敷地内に堆積します。 

■歩道除雪が入る路線については、歩道

と車道の間の除雪は行いません。 

担当世帯 
１世帯から可。１世帯の除雪を複数の 

方で担当いただくことも可能です 

 
■除雪に必要な道具は協力員さんでご用意ください。 

■ご協力いただいた方には、活動期間終了後（３月末）、担当世帯１世帯につき 21,000円を

お支払いたします。（例：３世帯担当した場合は 63,000円） 

 

＜募集期間＞10月 5 日（月）までに、 

電話または来所にてお申し込み下さい。 地域協力員さんが行う除雪内容 
 



 

 
急速に少子高齢化が進む中、地域住民一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らしてい

けることができるよう、地域のみなさんが主体となって支え合い活動を進めていくことが求

められています。 

本講座では、ボランティア活動を始めるために必要な基礎知識と、身近な地域で求められ

ている支え合いについて知っていただく講座です。 

ご興味のある方は、下記の事項をご確認の上お申込み下さい。みなさんのご参加をお待ち

しております。 

 

【対象者】：●手稲区在住の方 

●ボランティア活動に興味のある方（1日のみの参加でも可能）  

      ※年齢性別は不問です。 

【日 程】：①令和 2年 10月 12日（月） 10：00～15：00 

      ②令和 2年 10月 13日（火） 10：00～15：00 

【場 所】：両日ともに手稲区民センター ２階 第１・２会議室 

（前田 1条 11丁目 1-10） 

【定 員】：20名 

【受講料】：500円（資料代として。開催初日にお支払いいただきます） 

【内 容】：１日目「入門編」 ボランティアの基本と傾聴について学びます。 

       ２日目「実践編」 簡単なゲームや「ちょっとした困りごと」を知り、地域

での支え合いについて考えます。 

 【申 込】：9月 11日（金）～9月 28日（月）までに電話でお申込み下さい。 

 

札幌市手稲区前田 1条 11丁目 1-10 手稲区民センター1階 

札幌市手稲区ボランティア活動センター（社会福祉法人札幌市手稲区社会福祉協議会内） 

ＴＥＬ：681－2644 ＦＡＸ：684－8560 【担当 三村】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年も「福祉除雪地域協力員募集のお知らせ」を掲載しました。除雪と聞くと、北海道の冬、

そして札幌の冬のイベント「さっぽろ雪まつり」を連想して、来年の開催はどうなっているのか

気になる方もいることでしょう。来年開催予定の第 72回さっぽろ雪まつりは、大雪像の制作を

行わず、規模を縮小しての開催を検討しているようです。実施内容についてはまだ発表はされて

おりません。ちなみに雪像の雪は、どこから運ばれてくるか知っていますか？札幌市内や近郊で

す。代表的な採雪場所は、石狩湾新港、里塚霊園、滝野霊園になり、雪不足になると中山峠や支

笏湖、岩見沢方面まで雪を取りに走るようです。様々なイベントが中止や自粛され、すぐにこれ

までの日常が戻って来ることは残念ながら難しい状況ですが、今という現実としっかり向き合

い、私たちが出来ることを積み重ねて、みなさんの笑顔になる日を願います。 

 


